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住民参加 自助・互助 地域づくり 資源開発 
 

坂町 

住民の自助・互助力をあげるサロンへのアプローチ 

みどころ！ 

町内で行われているふれあいサロンにおいて、参加者・世話人と一緒に「この地域でずっと住み続

けるために必要なこと」をグループに分かれてワークショップ形式で意見を聴き、地域住民でできる

こと、町が地域包括ケアを進める上で考えられることを整理した。 

参加者から、地域の大切なものについて貴重な意見を聴くことができた。なかには町も地域包括支

援センターも改めて知った、地域住民の助け合いや仲間づくりに、いろいろな取組みがされていると

いう収穫もあった。今後、マップに落とし込みながら、地域に不足していること、あったらいいこと

を検討し、地域づくり・資源開発につなげていく取組みを進めていく。 

 

地域概要 実施主体 

総人口 13,052 人 

65 歳以上人口 3,838 人 （高齢化率 29.4％） 

75 歳以上人口 1,875 人 （高齢化率 14.4％） 

（平成 28 年 2 月 29 日現在） 

坂町 

坂町地域包括支援センター 

坂町は、広島県の南西部、安芸郡の南に位置し、中四国地方の中心都市である広島市と隣接していま

す。町内には JR 呉線の駅が３つあり、広島呉道路、広島南道路などの幹線道路網も整備され、広島市

や呉市の中心部まで約 20 分でアクセスできる交通利便性が高い町です。 

海、山といった恵まれた自然環境の中で、生活圏がコンパクトに形成されており、緑豊かな山々と美

しい広島湾の風景が広がっています。 

昭和４０年代以降から行われてきた埋め立て事業である広島東部流通団地建設事業や、広島港坂地区

開発事業は、流通団地や学校、総合スーパー、郊外型商業施設、さらには宅地開発を促進し、坂町を大

きく発展させ、広島都市圏東部の新拠点として、期待を集めています。 

地域包括支援センターの活動紹介 

【体制】 

社会福祉法人恩賜財団済生会に委託。社会福祉士 1 人、主任介護支援専門員 1 人、看護師 1 人、事

務員 1 人 

【活動】 

坂町地域ケア事業者連携会議を年 2 回開催。隣接する海田町と合同で介護支援専門員連絡会議を 2

ヶ月毎に開催している。 

町民へ地域づくりに大切な様々な情報や問題提起を行うため、広報紙「ちょっと役立つ！坂町地域包

括支援センター通信」を発行している。 

認知症サポーター養成講座は一般住民に加え、町内の小学校や警察学校でも実施している。 

坂町行政と密な連携のもと、二人三脚で地域支援を展開中。 
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取組みの背景と課題認識 

坂町には、坂地区、横浜地区、小屋浦地区の３つの小学校区があり、住民自治組織である地区住民福

祉協議会において主体的な地域活動がある。しかし坂町には旧来から長く定住する住民と、都市部への

アクセスの良さから新たな定住を始める住民との融合が課題だった。地域包括支援センターでは、住民

の生活課題の把握をするとともに、さらに主体性と自立性をあげることを目的に、積極的に出前講座を

行い「顔の見える関係づくり」に力を入れるとともに、平成 29 年度からの総合事業開始に向けて、町

と地域包括支援センターは、住民意識の把握と地域包括ケアの考え方を共有する規範的統合をめざした

新たな取組みが必要と考えた。 

 

取組みの内容 

 

ワークショップ形式で住民同士の話し合いにより地域でできることを一緒に考えてみました 

目的 

   ①住民が坂町の高齢者生活の現状と課題、対策、地域包括ケアシステム構築の必要性を知る 

   ②可能な限り住み慣れた地域で自分らしい暮らしを最期まで続けるために、住民自身ができる

ことを考える 

 対象 

①小屋浦ふれあいサロン(小屋浦地区) 

    ②どんぐりの会（横浜地区）  

    ③浜宮ふれあいサロン(坂地区)   

 方法  

①地域で支えあうしくみづくりの必要性を行政が説明    

②６人から７人を１グループとして、ワークショップを行う 

 

＜ワークショップの進め方＞ 

    【１回目】自分が住み慣れた町で、暮らしていくために「なくなったら困る大切なもの」につ

いて、「Wify」を用いて自由に書き出してもらい、各グループで話し合う。 

    【２回目】地域での支え合い、助け合いの観点から、自分のできること、助けて欲しいことを 

話し合う。 

【３回目】今までの話し合いを踏まえて、すでにあるインフォーマルサービスをもとにマッ 

プづくりをして、地域に必要なもの、活用できるものについて話し合う。 

守山正樹の Wify(－生活の中から言葉を育てて、生活世界の多様性を学ぶー)を参考にワークシート

を作成。各サロンの参加者層を考慮しながらワークをすすめる。ワークショップの進行は地域包括支援

センター職員が行い、各テーブルのサポートに町職員他、広島県、保健所、県地域包括ケア推進センタ

ー職員等が入る。 
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これら意見をマップ化してフィードバック 

ワークショップの意見発表 
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取組みの成果と今後の展開と課題 

【成果】 

参加者は「地域でなくなったら困る大切なものについて、住民の皆様から貴重な意見を聞くことがで

きた」、「住民同士で助け合えることがある」、「助けてくれる人がいる」ということを再認識し、地域で

支え合うための共通の意識を持つことができた。 

町としても、地域住民の助け合いや、仲間づくりの活動などの資源が地域の中にあることを改めて発

見できた。 

 

【今後の展開と課題】 

 町内１２地区にあるサロンの内、今年度はモデル地区として３ヶ所のサロンにおいてワークショップ

を実施したが、２８年度には地域資源の把握や地域のボランティアの養成、介護予防の実践を目標に、

残り９か所のサロンにおいて実施していく。 

地域の特性に応じたワークショップの運営と、話し合いの場づくりを行っていくとともに、多職種連

携会議においては、各関係機関が規範的統合の考え方を共有し、地域包括ケアシステムを構築していく。 

 

取組みのポイント、機能強化ポイント 

住民意識を醸成させるためにワークショップを実践した。出された意見が今後どのように反映されて

いくのかといった住民の期待に、誠実に応えていく行政や地域包括支援センターの姿勢によって、めざ

すべき住民主体が構築されていく。成功事例の創出に、手掛ける地域やふれあいサロン等のモデル地区

の選定、下準備、役割分担、ふりかえり等を実施したことで、他の地域への波及効果が期待できる。 

                              

連絡先 

坂町民生部保険健康課 082-820-1504 

坂町地域包括支援センター 082-885-3701  

広島県地域包括ケア推進センター 082-569-6493 

広島県健康福祉局地域包括ケア・高齢者支援課 082-513-3198 

平成 28 年３月現在 


